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庄内地方の稲作季節から見た豊凶の一考察

滝　沢　　　洗・斎　藤　昭四郎

（山形県農試庄内分場）

庄内分場で大正10年から豊凶考照試験を行って来た

が，これを主として気温と豊凶との関係について解析し

更に推し進めて当地方の的確な稲作季節を見出そうとす

るものである．

1．出穂期の天候と豊凶

出穂期が年間の最高気温に恵まれることが豊作の一要

素であるといわれるが当場の資料から見ても例外ではな

い．過去40年間の資料を通じ平年対比10％以上の豊作年

次は出穂期に平年並み以上の気温かまたはその年間の最

高温のピークに恵まれないのは昭和3年の一例しかな

く，その年も出穂期後に著しい高温となり豊熟期は高温

に恵まれている．反対に凶作年次の出穂期の低温と収量

との関係は顕著であるが出穂期に高温でも降雨が多く倒

伏して凶作となった例もある．

出穂期を中心とする20日間の温度が高温であることが

豊作の一要因といわれるが，この期間の乗算気温と収量

との関係は第1図のとおりである．すなわち病害虫その

側l　4才1　500　520　舛Ot

積　算気温
第1回．出穂後20日間の横算気温と収量

（大10～昭34　中生）

他の要素も加わって両者の相関は判然としないが，高温

ほど収量の増加している傾向はうかがわれる．

2．出穂期の遅速と豊凶

出穂期の遅速と収量の相関係数は次のとおりである．

早生　－0．274　有意差はない

中生　一0．457　　〃

晩生　－0．516＊　y＝2．58－0．031ⅩSす＝±0．21

すなわち晩生に魚の相関の有意差が認められるだけで

早生・中生は判然とせず出穂遅延年次に豊作となった例

（大14・10，昭29等）もあり，そのうえ出穂が遅延して

も晩生の方が増収した例（昭6・16・32等）も多い．な

おこの試験に供託している品種の出穂期は早生8月6～

7日，中生9～10日，晩生17～18日である．

3．低温（7月中1γC以下）と高温の出現頻度

過去40年間のうち7月中17℃以下の低温襲来のなかっ

た年は10年すなわす25％で75％は低温を受けている．豊

作年次はほとんど低温襲来のなかった年に入るが，反対

に低温襲来の多かった年でもそれが上旬に集中し，しか

もその年の出穂期が遅延しているために豊作となった例

（大14・昭3・29等）も数回みることができる．低温襲

％
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第2図．7月中の170C以下の出現頻度
（大10～昭35）

末の頻度は第2図にみるとおり上旬20～30％・中旬10～

20％および下旬3～8％で出現するが，一応安定するの

は20日以降である．また平年平均気温の極は8月上旬で

あるが，過去40年間の最高温の極出現日を拾ってみると

その頻度は上旬10回・中旬13回および下旬17回であり，
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4．庄内地方の稲作季節

1．庄内地方栽培品種の培算気温

水稲は品種個有の培算気温により生育出穂することは

すでに八柳氏の発表するところであるが，第1表からも

このことがわかる．当地方の品種の播種から出穂までの

頼算気温は早生1，900～2，000℃・中生2，100～2，200●Cお

よび晩生2，400′〉2，450℃程度である．

2．当地方の最高気温の擾

これについてはすでに前述したとおり平年値について

鬼瓦234日
第3図．最高温（半句単位）

出現頻度

第1表．品種の生態よりみた稲作季節
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は8月上旬であるが，中旬でもかなりの頻度で出現す

る・この点高気温時に出穂させることにより生育全般の

性能は高まる．

3．稲作季節

その地方の播種期の計画は以上の二点から決定でき

る．今かりに出穂期を規定した場合積算気温と一定積算

気温となる終日との関係を示すと第4回のとおりで，8

月10日出穂のためには2，200℃の中生において4月15日

播，5月下旬移植で充分適合する．また出穂期を8月15

日としても中下旬に最高温の極の出現する頻度が大であ

るから，育苗方法が適切であれば遅延の害は認め難い．

なお単に登熟だけの面からみれば8月25亡出穂でも当地

方では問題はない（第5図）．

森lち　～∫　及　げ　～∫
謹噂命櫓鼻孔覆すlわもEal制8

第5図．出穂期を規定した

場合の豊熟期の温度

薇卯
靂軍内

三・仲
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七，00
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渇15　幻F　界15　～ダ

第4図．出穂期を規定した

場合一定唐箕気温を出

現する終日

今日，庄内地方の農家は経営上の理由から早播早植と

なり（第2表），ついに4月1日播，5月10日柘というも

のが出現し．なお早くなる勢いにある．前述した観点か

らみると現在庄内地方の播種期は過早に向いつつあると

思われ，気温の山の効率的利用の面からはマイナスとな

り，極端な早播は減数分裂期に低温に見舞われる頻度を

大にすることとなり警戒を要するものと思われる．その

場合晩生を用いても出穂は早まらず，いたずらに無効分

げっ期間を長くするだけで増収上の意味はない．

第2表．最近の播種期苗代様式移植期の動き

tl）播種期の動き

年次i
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4・栽培技術面からみた稲作季節

栽培技術面からみて考慮すべき点は早中晩に対する苗

質の問題がある．第1表に見るように早生は早播早植に

より収量は特に上昇はしていない．このことは気温の山

の効率的な利用度に関係するもので，結局早生は極端な

早播きをしない若苗早梅に適する．また晩生は本田低温

段階の早植及び若苗は不適で熟苗がよい．次に，また有

機質の分解肥料吸収速度ひいては生育のスピードも考慮

に入れなければならない∴培算気温からみると同一の品

種では播種から出穂までの綬算気温がオーバー気味のも

のほど少収の傭向にあり，移植から止葉までの積算をみ

れば晩生を除いて収量とほぼ平行的である．このことは

本田期を長くすべきことを意味している．移植から止葉

までの平均気温と収量との関係をみると，温度の高いほ

ど収量が低くこの事実は生育のスピードに関係があり．

ただ酷算気温だけをもって移植期の決定ができず，ある

程度高温でない段階を踏ませるための早梅と水管理が必

要と思われる・また多収穫栽培で当地方に比べて秋田が

多収をあげているのは8月10日出穂2100℃を得るために

は発現終日に約12日のずれのあることがこの問題と結び

つくのではなかろうか．

摘　　　　　要

1・品種は個有の債算気温により生育出穂する．

2・出穂期は年間の最高気温時に出あうことにより生育

全般の性能が高まる．
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3．播種期等の稲作計画は以上の二点から決定される

が，この観点からみると庄内地方の播種期は過早であ

る．

4．栽培技術面からみた場合早生に対しては若苗，晩生

23

に対しては熟苗が適し，また肥料吸収速度ひいては生

育のスピードを考慮し，単に培算気温だけをもっては

移植期の決定ができず，ある程度高温でない段階を踏

ませることが必要である．

水稲の生育各期における気象条件の差異が

生育と豊熟に及ぼす影響について

鈴　木　　　寛・宗　像　嘉　夫

白　岩　友　吉・石　井　泰　明

（福島統計調査事務所気象感応試験地）

1．緒　　　　　　p

会津盆地では水稲の豊熟日数が短くて熟色が鮮明であ

り，稔実歩合・上米歩合が高く米質が良い．浜通．射まこ

れと反対で中通りはほぼ中間的である．その理由につい

て山本l）は土壌条件の差よりも，気象的な差によるとい

っている，しかしどの生育時期の気象の差異が大きく暫

くかについては不明であった．そこで筆者らは昭和33・

34の両年福島県農武と会津支場との間にポットを交換し

て，若干実験的に検討したので報告する．

2．実　験　方　法

品種：農林21号（中生種）

土壌：福島県農試の水田土壌

施肥量：2万分の1反ワグネルポット1コ当り3要素で

昭和33年は各1．0g，34年は各1．5g．

苗：33年は両試験地ごとに気感用の苗．34年は福島県良

武の気感用の苗．

挿秋：33年は6月1日，34年は6月5日に1ポット当り

2枚棒．1株3本梅．

試験区の構成：

験
号

試
番 内容

全期間を福島県農武におく

全期間を会津支場におく

最高分けつ期に福島県農武から支場へ移す

最高分けつ期に支場から福島県農武へ移す

出穂期に福島県農武から支場へ移す

出穂期に支場から福島県農託へ移す

各区5ポットとしポットの交換には乗用車を用いた．

3．実験結果と考察

1．両年の気象条件の差

平年では会津の最高気温は高く，日較差が大きく，日

照時間も多いが，第1園に示すとおり試験年次では，試

験地間の差が少なかった．

義腋鼻低軋温

第1図．半句別気象の比較
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